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はじめに

この報告集は、1995年 7月 31日から 8月 3日まで京都大学数
理解析研究所で「群の表現論と等質空間上の解析学」と題して
行なわれた研究集会の報告集である。報告は実際の講演順に配
列した。なお、御都合により本講究録に記録を残されなかった
谷崎俊之氏の講演については、数理解析研究所講究録 919 「超
幾何函数の総合的理解」に掲載されている同氏による論説「
般超幾何方程式と $\backslash ^{r}(^{1}1^{\cdot}111a$ 加群」 を参照されたい。
講演者の方々をはじめ、御協力を戴いた方々に深く感謝する。

1995年 11月
齋藤睦



群の表現論と等質空間上の解析学
研究集会

京都大学数理解析研究所の共同研究事業の–つとして、下記のように研究集会を催し
ますので、 ご案内申し上げます。

研究代表者 $\text{齋}$ 藤 睦
(北海道大学理学研究科)

日 #寺 :1995年 7月 31日 (月) 14:30-
8月 3日 (木) 12: 15

場 所: 京都大学数理解析研究所 4階 420号室
京都市左京区北白川追分町
市バス 農学部前 または 北白川 下車

プログラム

7月 31日 (月)

14:30–15 : 30 太 田 琢 也 (東京電機大)

実代数群の標準表現の a,s $sociate\cdot(1\backslash \dot{\tau}i$ ,riet
$..\iota_{!}$

. と
巾零軌道の誘導

15:45\sim 16:45 室 政 和 (岐阜大教養)

対称行列の空間上の不変超関数の計算

8月 1日 (火)

10 : $00-11$ : $00$ 佐 野 茂 (能力開発大)

11:1 $0\sim 12$ : 10 フーリエ解析の非可換化への最近 95年間の歩み
-Plancherel 公式より顧みる $-$

13:20\sim 14:20 五 明 智 (横浜市大)
$F_{\lrcorner}^{\urcorner}s$型単連結コンパクトリー群の階数 8
の極大部分群について



14:30\sim 15:30 関 口 英 子 (東大数理)
$l’(\prime l$ . $t?\rangle$ のある既約ユニタリ表現の幾何的
実現とペンローズ変換

15:40\sim 16:40 石 川 哲 (東大数理)

実双曲空間上の全測地的ラドン変換の像の
特徴付けについて

8月 2日 (水)

10 : $00-11$ : $00$ 黒 木 玄 (東北大理)
11:15\sim 12:15 共形場理論に現れる線形微分方程式について

14: $00-15$ : $00$ 谷 崎 俊 之 (広島大理)

エルミート対称空間上の Gelfand 型超幾何方程式

15:15\sim 16:15 中 谷 実 伸 (神戸大自然科学)
$F_{\lrcorner\lambda\cdot.n}^{1}$ の $q-ana\log\iota te$ について

8月 3日 (木)

10 : $00-11$ : $00$ 長谷川 浩 司 (東北大理)

Ruijsenaars の可換差分作用素と Ya,$ng_{- Bax\}$-er 方程式

1 1: 1 $5\sim 12$ : 15 有 木 進 (東京商船大)
中 島 達 洋 (都立大理)
山 田 裕 史 (都立大理)

$.4_{1}^{(1)}$の基本表現と $I_{\lrcorner}ittlewood- R,ic\}_{1d,r(}1_{bO11}‘$. 係数



群の表現論と等質空間上の解析学

Representation theory of $orou\mathfrak{p}S$ , and analysis on homooeneous spaces

研究集会報告集

1995年 7月 31日 $\sim\int$ 月 3日

研究代表者 齋藤 睦 (Mu $ts$ um $|$ $S$ a $|to$ )
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